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滋
賀
県
の
観
光
は
琵
琶
湖
を
中
心
に
発

展
し
ま
し
た
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

頃
か
ら
「
近
江
八
景
め
ぐ
り
」
な
ど
の
観

光
遊
覧
船
の
営
業
が
は
じ
ま
り
、
大
正
か

ら
昭
和
初
め
に
は
、
京
阪
神
の
観
光
客
向

け
に
豪
華
な
大
型
観
光
船
が
就
航
し
ま
し

た
。
ま
た
、
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場
に
は
、
昭

和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
大
津
と
海
津
を

結
ぶ
太
湖
汽
船
の
「
ス
キ
ー
船
」
が
就
航

し
関
西
の
客
を
誘
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
伊
吹
山
に
は
、
東
海
圏
か
ら
の
来
山

が
多
く
、
江
戸
時
代
か
ら
登
ら
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
滋
賀
県
の
観
光
の
流
れ
と
は
一

線
を
画
し
ま
す
。

伊
吹
山
で
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

の
修
験
宗

し
ゅ
げ
ん
し
ゅ
う

廃
止
令
な
ど
の
影
響
で
山
岳
信

仰
が
急
速
に
廃
れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の

文
化
・
文
政
期
頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
き

た
庶
民
の
物
見
遊
山
に
着
目
し
、
京
阪
神

と
名
古
屋
か
ら
最
も
身
近
な
名
山
と
し
て
、

大
正
時
代
に
は
案
内
料
を
と
っ
て
登
山
客

を
誘
い
ま
す
。
山
麓
に
は
旅
館
が
経
営
さ

れ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
は
中
山

な

か

や

ま

再さ

い

次じ

郎ろ

う

が
ス
キ
ー
の
講
習
を
お
こ
な
い
、

関
西
初
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
そ
の
後
の
発

展
を
み
ま
す
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

に
は
じ
め
て
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
伊
吹

山
名
勝
記
』
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
な
か

に
は
登
山
口
の
上
野
に
伊
吹
旅
館
の
ほ

か
、
登
山
案
内
所
、
採
集
の
案
内
、
標

本
の
販
売
、
登
山
記
念
物
、
土
産
品
販

売
、
伊
吹
百
草
湯
な
ど
を
掲
げ
る
店
が

多
数
み
ら
れ
ま
す
。

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
設
立

さ
れ
た
「
対
山

た

い

ざ

ん

館
長

か
ん
ち
ょ
う

生
園

せ

い

え

ん

」
は
、
タ
イ

ル
張
り
の
百
草
風
呂
を
売
り
物
と
し
た

旅
館
で
、
薬
草
や
山
菜
の
集
荷
、
植
物

標
本
や
絵
葉
書
の
生
産
販
売
、
玉
突
き

な
ど
の
娯
楽
施
設
な
ど
を
経
営
し
て
い

ま
し
た
。
創
業
者
の
@
橋
七
蔵
は
、
明

治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
上
野
で
生
ま

れ
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
伊
吹
山
に
親
し
み
、

草
刈
り
や
薬
草
採
集
に
は
子
ど
も
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
よ
く
働
い
た
と
い
い
ま
す
。

日
清
戦
争
の
あ
と
に
登
山
客
が
急
増
し
、

案
内
人
を
か
っ
て
で
て
し
だ
い
に
専
門
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）、
坂
田
郡
教
育
会
が
東
京
帝

国
大
学
の
牧
野
富
太
郎
を
招
い
て
植
物
講

習
会
を
開
催
し
た
と
き
に
、
牧
野
と
の
生

涯
の
交
友
が
生
ま
れ
、
牧
野
は
対
山
館
を

定
宿
と
し
ま
し
た
。

伊
吹
山
文
化
資
料
館
（
春
照
）
に
は
、

対
山
館
へ
宛
て
ら
れ
た
葉
書
や
封
書
が
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
み
る
と
、
個

人
を
は
じ
め
漢
方
薬
店
、
問
屋
、
百
貨
店
、

製
薬
会
社
、
医
院
、
大
学
、
国
民
学
校
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
引
先
が
み
ら
れ
、
北
海

道
か
ら
熊
本
県
ま
で
二
八
都
道
府
県
に
わ

た
り
ま
す
。
東
京
・
神
奈
川
・
愛
知
・
岐

阜
・
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
に
は
安

定
し
た
取
引
先
が
あ
り
、
文
面
か
ら
遠
路

見
本
を
携
え
て
顧
客
を
訪
ね
る
七
蔵
の
姿

が
浮
か
び
あ
が
り
ま
す
。

扱
わ
れ
て
い
る
商
品
の
中
心
は
、
古
く

か
ら
「
百
草
湯
」「
百
草
薬
」
な
ど
と
呼
ば

れ
る
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
ド
ク
ダ
ミ
、
ト

ウ
キ
、
ヨ
モ
ギ
を
基
本
に
配
合
さ
れ
た
浴

湯
薬
や
健
康
茶
、
こ
れ
ら
を
粉
末
に
し
た

胃
腸
薬
で
す
。
こ
れ
ら
の
主
力
商
品
以
外

に
約
二
〇
〇
種
の
植
物
が
取
引
さ
れ
て
い

ま
す
。
う
ち
約
一
三
〇
種
類
は
薬
用
植
物

で
、
種
子
、
苗
、
株
、
標
本
の
か
た
ち
で

薬
草
園
や
薬
局
と
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
一
四
年
の
牧
野
富
太
郎
か
ら

の
手
紙
に
は
ト
リ
カ
ブ
ト
の
採
集
に
い
き

た
い
旨
と
、
イ
ブ
キ
ト
ウ
キ
の
生
木
を
根

付
き
で
五
株
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼

が
記
さ
れ
、
伊
吹
山
の
植
物
が
七
蔵
を
介

し
て
牧
野
の
研
究
に
役
立
て
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
高
橋
七
蔵
は
、
伊

吹
山
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
草
刈
り
や
薬

草
採
集
、
登
山
案
内
で
蓄
え
た
知
識
を
観

光
産
業
に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

@
橋
七
蔵
と
対
山
館

―
ま
い
ば
ら
の
先
人
⑦
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
85

伊
吹
山
観
光
こ
と
は
じ
め

伊
吹
山
の
植
物
利
用

▲ 薬草などの包装紙


